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 議員派遣として参加（出席）した研修（会議）の内容（結果）は、 

次のとおりでありました。 
 

期 間  令和元年７月２０日（火） 

場 所  大津町文化ホール 

目 的  令和３年度 町村議会常任委員長・議会運営委員長研修会 
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１．研修内容 

講 師：跡見学園女子大学 観光コミュニティ学部教授 

  鍵屋 一 氏 

演 題：「コロナ禍での自治体防災マネジメントと議員の役割」 

 

(１) コロナ禍での新しい「避難」生活様式 

・少人数での分散避難生活 

 

(２) 社会の脆弱性 

・激増する高齢単身世帯(２５年間で３．２倍) 

・近所づきあい、地域コミュニティ、消防団員の減少 

・二次避難所になっている福祉避難所 

 

(３) 大震災の教訓 

・うつ状態による要介護者の増加 

・災害関連死(最も多い肉体的・精神的な負担) 

・生活弱者の避難所運用に課題あり(福祉避難所の確保) 

 



(４) 地方議会の使命と役割 

・使命は住民の命と尊厳を守ること 

・議会ＢＣＰ(事業継続計画)による対応 ※別紙参照 

 

(５) 災害に強い自治体 

・防災基本条例と地域防災計画 

・ご近所力 

・価値創造型の防災 

 

２．所感 （※議会・議員として、どう関わるか） 

〇総務厚生文教常任委員会などで、以下を調査する。 

・湯前町地域防災計画(最新) 

・議会災害対応マニュアルの再点検 

・町の個別避難計画 

・災害時の福祉施設の対応 

〇町の災害基本条例を検討する。 

 

 

 

＜別紙＞ 議会の災害対応(ＢＣＰ)  

◎議会・議員活動方針の策定 ※議会災害対応マニュアルを策定済 

◎情報の一元化(議長と議会事務局が主導) 

◎行政に負担や迷惑をかけない議会運営 

◎地域支援活動 

◎災害対策への肯定的な対応 

×行政職員への議員個別の対応 ×行政批判 ×他議員の活動批判 

×支援者への利益誘導 

◎関係機関への要望 

◎平時での防災特別委員会や常任委員会の活動 

 

 

災害対応ＢＣＰ(Business Continuity Plan)の目的 

組織が災害で被害を受けても 

・組織関係者の人命を守る 

・議会災害対策組織の位置づけと役割を明確にする 

・重要業務をできるだけ中断しない 

・議会機能の早期復旧 

・議会事務局職員の任務への配慮 


